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〔目的〕
201
T　1－chlorideによる腫瘍シンチグラフィーについ

ての臨床経験が最近相次いで発表され、特に甲状腺癌

の診断に有用であるとの報告がいくつかみられる。演
者らはoolT　1の瞳瘍集積性を特tlC　6il｝a　・－ci　trate、42K＿

chlorideとの比較にお・いて基礎的に検討し、またそ

の腫瘍集積機序について2、3の実験を行なったので
報告する。

〔方法と成績〕

1．実験には健康家兎およびVX－2担癌家兎を用いた。
2．eOiT　1、42Kの正常家兎血中クリアランス：両核種と

も第一相のTl／2は極めて早かったが、60分までの
観察で00kP　1の血中残存レベルの方がやや低かった。

3．正常家兎組織内のcOIT　1の分布：腎への集積が最も

大で、心筋がこれに次ぎ、以下小腸、脾、肺、甲状腺、

肝、骨髄、骨、骨格筋、血液の順であった。また、甲

状腺への集積は個体による変動が大きかった。

4．左大腿筋内移植腫瘍、対称正常筋内aCIT　1の集積の

経時的変動：腫瘍部位対正常筋放射能比はeOITI投与後

1時間までの間に高値を認め（2．65．～2．93）、以後経

時的にゆるやかに減少した。

5，VX－2担癌家兎各組織における201T　l、　eWGaの集積

　eolTIはewGa同様viable　tumorへの集積がnecrotic

tumo　rより大であった。腫瘍対各組織比をeOITI、　o「Ga

について求めると、血液を除き6ik｝aの方が大であり

cOIT　1の腫瘍集積性は67Gaより低いことがうかがわれた。

6．家兎甲状腺の組織型と201T1集積の変動：甲状腺｛慮

胞細胞の高いもの程eelT　1の集積が大であった。　VX－2

の場合、腫瘍へのCOITIの集積はほぼ一一定しているため

腫瘍対甲状腺比は甲状腺への集積程度によって異なり、

051～L77に分布した。
7．VX－2担癌家兎によるeOITI、42Kの分布：血液、腎

を除き、腫瘍、腫瘍壊死部をはじめ種々の組織で両核

種の集積に有意の相関が認められた。

8．炎症巣内eOITI、67Gaの集積：テレピン油の筋肉内注

入によって形成された炎症巣内への集積は、対血液比
はeOITIの方が大、対筋比は67　Gaの方が大であった。

9．甲状腺、肺疾患のeOiT　k　o「Gaシンチグラフィーにつ

いて比較した成績を中心に、臨床的な201Tlの評価も報

告する。
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　　　　　　　　　　　　矢野　潔

　我々は従来よりRIによる悪性腫瘍の診断を行つて
きたが、最近、心筋イメージ用に開発されたao　1　T　1によ

る腫瘍スキヤンが可能であることを知り、腫瘍イメー

ジに使用してみた。

　応用に先立つて、57Co－BLMを調整した経験に基

づいて、201　TlとBLMとの結合を試みたが、201Tlは

1価のBLMにも5価のBLMにも結合させることがで
きなかつた。そこで20　iT　1　C　1単独にて腫瘍シンチを行

いよい結果をうることができた。また、動物実鹸によ

る体内分布および197HgC12と67Ga　citrateとの臨

床的な比較をも行つた。

　動物実鹸ではエールリッヒ癌を用いたが、腫瘍の摂

取率は約1％で、他の腫瘍親和性物質と大差なく、腫

瘍シンチの可能性を示唆している。体内分布としては

腎がもつとも摂取率が高く、次いで膵、小腸、胃およ

び心の順序であつた。血液1nt当りの摂取率は0，3％

あつたo

　臨床的には悪性腫瘍としての陽性率は76．2％であつて

これは他の腫瘍親和性物質とほとんど差がない。201Tl

と67Ga　citrateまたは197　HgC　12の2核種を比較した

例においても、臨床的な腫瘍描出能に差異を見出せな

かつた。しかし、悪性甲状腺腫、脳腫瘍については、

少数例のため結論は出せないが、201Tlが他の核種よ

りすぐれているように思われた。

　201Tlは静注直後よりスキヤンできる点が他核種よ

り有利な点であるが、スキヤン開始時間は各臓器につ

いて、なお検討する余地が残つている。

　20・IT1は被曝線量は少なく、67Ga　citrateと同程

度であり、投与直後よりスキヤン開始が可能である。

さらに腫瘍陽性率も他核種と同程度であり、201Tlは

腫瘍スキヤン剤として充分用いられるものと考える。

　炎症病変においても陽性像を示す症例もあるので、

偽陽性の問題については今後に残された課題であろう。
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